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論文内容の要旨

ブレッテイングはごく小さな往復相対すべり運動を行なっている金属仕上面聞に生ずる特殊な形態

の摩耗であり、振動している機械部品の損傷は必ずといってよいほどフレッティングが原因となって

いる。フレッテイングについては古くから研究が行なわれてきたが、その完全な究明はなされていな

Po 

本論文ではトライボロジ的立場からフレッティングを摩耗現象として取り扱い、摩耗機構の解析と

摩耗の法則性について検討し、さらにはフレッティングの防止について研究を行ない、その結果をつ

ぎの 9 章にまとめた口

第 1 章では本研究の目的とフレッティングなる語句の定義とを明確にした。

第 2 章では空気中にむける炭素鋼および純鉄のフレッテイングについて調べ、摩耗量、摩擦係数、

接触電気抵抗および凝着係数の測定と、電子線回折、走査型電子顕微鏡さらには細束X線回折による

解析との総合的結果から、ブレッティング摩耗機構の相対すべり量依存性を明らかにし、摩耗形態の

分類を行なった。さらにフレッティング・パラメータなる考え方を導入して従来の研究結果と筆者の

結果をまとめて比較し、摩耗の法則性について論じた。

第 3 章では試験片の形状効果と酸化摩耗粉の引っかき作用との関係について、実験的に明らかにし

た。

第 4 章では炭素鋼とガラスのフレッティング過程を直接光学顕微鏡で観察し、第 2 章および第 3 章

で得られた摩耗形態の差異を確認した。また、ここでは表面あらさ突起の 1 個に着目して単一円すい

圧子とガラスとのフレッティングを行ない、摩耗形態と表面あらさとの関係についても検討した。

第 5 章では潤滑油中のフレッティングについて調べ、潤滑油が試験片と空気中の酸素との接触をし

ゃ断して、酸化させない役割をすることを確かめた。
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第 6 章では炭素繊維強化プラスチックスと炭素鋼とのフレッテイングを取り扱い、摩耗機構の相対

すべり量依存性を確認するとともに、炭素繊維強化プラスチックスの耐フレッティング性能について

も+食言すを加えた。

第 7 章では摩耗のノモグラムを作成し、これを用いて摩耗量の表示および評価を行ない、かつノモ

グラムの広範囲な応用の可能性について述べた。

第 8 章ではフレッティングの防止対策としてイオンプレイティング法を開発し、金およびボロンカ

ーバイドのイオンプレイト膜が基板面のフレッティング防止にすぐれた効果を示すことを明らかにし

た。

第 9 章では本研究で得られた結果を総括した。

論文の審査結果の要旨

本論文はフレッティングの摩耗機構に関して、その摩耗形態の分類と摩耗の規則性について種々の

.観点から検討を加えるとともに、このブレッティング摩耗防止の新しい方法を開発しようとしたもの

である。

まず、フレッテイング・パラメータなる考え方を用いて従来の実験結果と本研究の結果を整理し、

フレッティングの摩耗機構が相対すべり量に依存していることを確かめた口さらに、酸化摩耗、凝着

摩耗、引っかき摩耗の混在の程度について解析して摩耗形態の分類を行ない、この摩耗形態の差異が

上記の相対すべり量依存性の本質的原因であることを示した口加えて、潤滑油中にわけるフレッティ

ングおよび炭素繊維強化プラスチックスと炭素鋼の組合せにおけるフレッテイングについても実験的

検討を加え、工業上の摩耗問題について新知見を与えている。

また、従来から最も困難な問題のーっとされてきたフレッティングの防止対策として独自のイオン

プレイティング方式の開発に成功し、金およびボロンカーバイドの薄膜を用いてブレッティングの発

生防止に多大の成果を得ている。

以上の結果から本論文は工学上また工業上貢献するところが大であり、博士論文として価値あるも

のと認める。
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